
重
伝
建
地
区
・
有
松
と
ま
ち
づ
く
り 

～
貴
重
な
資
源
を
持
つ
有
松
を
ど
う
支
え
て
い
く
の
か
～  

井
澤 

知
旦 

  

有
松
地
区
は
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
五
日
に
、
国
に
よ
り
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
（
略
し
て
重
伝
建
地
区
）
に
選
定
さ
れ
た
。
愛
知
県
内
で
足
助
に
次
い
で
二
番
目

で
あ
り
、
政
令
指
定
都
市
で
は
京
都
、
神
戸
に
次
い
で
三
番
目
で
あ
る
。
こ
の
貴
重
な
地

域
資
源
を
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
や
歴
史
観
光
に
活
か
し
て
い
く
の
か
、
ま
ち
づ
く
り

と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
と
っ
て
い
く
の
か
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

を
考
え
る
素
材
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。 

 

 

  

スペーシアレポート 

無電柱化前（上）と後(下)。電線がない分

だけ上空がすっきりしている。名二環の

高架が遠方に見え、町並みの阻害要素と

なっている。 
上 服部家住宅（県文化財） 

下 竹田家住宅（市文化財） 
 積極派のふるさとづくり取り組み事項 

＊この調査は有

松学区区政協力

委員会（調査票配

布・回収）、有松

まちづくりの会、

有松桶狭間観光

振興協議会、名古

屋学院大学現代

社会学部の四者

で実施し、筆者が

取りまとめたも

のである。（サン

プル数 2,648票） 
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歴
史
を
振
り
返
る 

有
松
地
区
は
一
六
〇
八
（
慶
長
十
三
）
年
に

東
海
道
五
十
三
次
の
池
鯉
鮒
と
鳴
海
の
合
宿
と

し
て
開
村
し
た
。
茶
屋
集
落
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
も
経
営
的
に
限
界
が
あ
り
、
耕
地

も
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
手
織
り
木
綿
の
絞

染
を
考
案
し
、
そ
れ
が
街
道
を
行
き
交
う
旅
人

に
販
売
す
る
こ
と
で
徐
々
に
人
気
と
な
り
、
街

道
一
の
お
土
産
商
品
と
し
て
評
判
を
呼
ん
だ
。

尾
張
藩
は
そ
こ
に
目
を
付
け
、
有
松
の
絞
り
業

者
に
営
業
独
占
権
を
与
え
保
護
し
た
た
め
、
有

松
は
発
展
し
て
い
き
、
十
八
世
紀
後
半
に
は
豪

商
の
街
並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。 

し
か
し
禍
福
織
り
な
す
世
の
中
、
有
松
も
例

外
で
な
く
、
天
明
の
大
火
（
一
七
八
四
）
に
よ

り
全
村
が
焼
失
し
た
。
そ
れ
以
降
、
村
の
復
興

が
行
わ
れ
、
防
火
性
能
を
高
め
る
べ
く
、
屋
根

は
萱
葺
か
ら
瓦
葺
に
変
え
、
う
だ
つ
を
上
げ
て
、

漆
喰
塗
籠
の
重
厚
な
商
家
の
町
並
み
に
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
一
八
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
に
復
興
を

終
え
、
そ
の
姿
が
今
日
ま
で
残
る
。 

 

町
並
み
保
存 

有
松
で
は
、
歴
史
あ
る
町
並
み
を
保
存
し
つ

つ
も
現
代
に
あ
っ
た
生
活
環
境
を
整
備
・
改
善

し
て
い
く
た
め
に
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）

年
に
「
有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
」
が
発
足
し
た
。

近
傍
の
妻
籠
や
今
井
町
で
も
町
並
み
保
存
の
た

め
の
団
体
が
組
織
化
さ
れ
、
昭
和
四
十
九
年
に

そ
れ
ら
三
団
体
で
「
町
並
み
保
存
連
盟
」
を
立

ち
上
げ
、
翌
年
に
は
「
全
国
」
に
格
上
げ
す
る
。 

              

一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
に
「
第
一
回

全
国
町
並
み
ゼ
ミ
有
松
・
足
助
大
会
」
が
開
催

さ
れ
る
。
来
年
は
ち
ょ
う
ど
四
十
周
年
と
な
り
、

有
松
・
足
助
で
町
並
み
ゼ
ミ
は
開
催
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
有
松
は
町
並
み
保
存

運
動
を
牽
引
し
て
き
た
。
一
九
八
四
（
昭
和
五

十
九
）
年
に
名
古
屋
市
の
「
町
並
み
保
存
地
区
」

第
一
号
に
指
定
さ
れ
た
。 

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
に
は
重
伝
建
選

定
同
意
書
を
名
古
屋
市
に
提
出
す
る
も
の
の
、

同
意
件
数
が
少
な
い
こ
と
を
理
由
に
却
下
さ
れ

た
。
し
か
し
そ
の
後
も
地
道
に
運
動
を
継
続
し

て
、
有
松
か
わ
ら
版
の
発
行
や
一
里
塚
の
再
建
、

東
海
道
無
電
柱
化
と
交
通
規
制
な
ど
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
れ
ら
が
よ
う
や
く
実
を
結
ん
で
重
伝

建
地
区
に
選
定
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
足
助
地
区

は
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
選
定
な
の
で
、

遅
れ
る
こ
と
五
年
で
あ
る
。 

 

歴
史
観
光
・
町
並
み
観
光 

旅
行
消
費
額
は
約
二
十
五
兆
円
（
二
〇
一
五

年
）
に
達
す
る
こ
と
か
ら
、
観
光
は
地
域
振
興

の
主
要
施
策
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
有
松
地
区
は
観
光
地
と
し
て
は
貧
弱
で
あ
り
、

観
光
客
の
受
け
入
れ
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
確
か
に
有
松
絞
り
ま
つ

り
に
は
大
勢
の
観
光
客
が
来
場
す
る
も
、
平
常

の
土
日
で
も
観
光
客
は
ま
ば
ら
で
あ
る
。
高
山

で
二
百
五
十
万
人
、
足
助
で
二
百
万
人
（
香
嵐

渓
等
を
含
む
）
、
白
川
郷
で
百
二
十
万
人
で
あ
る

の
に
対
し
、
有
松
は
絞
り
会
館
入
場
者
カ
ウ
ン

ト
で
二
十
万
人
を
下
回
る
の
で
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
集
客
を
入
れ
て
も
三
十
万
人
を
超
え
る
こ
と

は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

重
伝
建
地
区
で
は
な
い
が
、
犬
山
の
城
下
町

（
主
に
本
町
通
）
は
六
百
メ
ー
ト
ル
（
有
松
は

八
百
メ
ー
ト
ル
）
の
町
並
み
に
多
く
の
店
舗
が

連
な
り
、
界
隈
を
含
め
国
宝
・
重
文
・
登
録
有

形
文
化
財
二
十
七
棟
が
立
地
す
る
。
一
九
七
三

年
に
年
間
五
十
万
人
い
た
犬
山
城
入
場
者
数
も

二
〇
〇
三
年
に
は
十
九
万
人
に
激
減
す
る
も
の

の
、
そ
の
後
コ
ツ
コ
ツ
と
町
並
み
の
保
存
・
修

復
を
積
み
重
ね
、
名
鉄
と
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
城
好
き
タ
レ
ン
ト
や
女
鵜
匠
に
よ
る
話
題

づ
く
り
な
ど
が
功
を
奏
し
て
、
今
や
五
十
三
万

人
に
も
達
し
、
完
全
復
調
し
て
い
る
。
平
日
の

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
で
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
。 

 地
域
で
ど
う
支
え
て
い
く
の
か 

観
光
地
化
が
進
む
と
飲
食
店
や
土
産
屋
が
増

え
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
見
え
な
く
な
る

し
、
快
適
な
日
常
生
活
を
送
り
た
い
人
に
と
っ

て
は
あ
る
意
味
迷
惑
で
あ
る
。 

重
伝
建
地
区
に
選
定
さ
れ
た
有
松
地
区
を
中

心
に
地
域
と
し
て
今
後
い
か
な
る
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
た
ら
よ
い
の
か
を
有
松
学
区
の
居
住

者
に
対
し
て
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
（
＊
）。 

■
ま
ち
の
将
来
像 

全
体
像
は
、「
観
光
地
と
住

宅
地
が
う
ま
く
住
み
わ
け
ら
れ
て
い
て
、
住
宅

地
と
し
て
は
閑
静
で
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
」
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
重
伝
建

地
区
を
含
む
町
並
み
保
存
地
区
は
観
光
地
と
住

宅
地
の
住
み
わ
け
が
一
番
多
い
も
の
の
、「
オ
シ

ャ
レ
な
ま
ち
」
や
「
に
ぎ
わ
い
観
光
地
」
の
ウ

エ
イ
ト
が
高
い
。 

■
有
松
地
区
の
観
光
地
化
対
策
と
そ
の
不
安 

 

要
望
の
多
い
対
策
は
「
ト
イ
レ
・
飲
食
の
あ
る

休
憩
所
の
整
備
」
、
次
い
で
、
「
観
光
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
（
四
季
ご
と
の
祭
り
等
）」、「
駐
車
場
の

整
備
」
と
続
く
。
観
光
地
と
し
て
の
休
憩
所
や

駐
車
場
な
ど
の
環
境
整
備
や
集
客
で
き
る
コ
ン

テ
ン
ツ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

他
方
、
観
光
地
化
へ
の
不
安
に
つ
い
て
は
、

第
一
に
「
交
通
事
故
・
渋
滞
」
が
全
体
の
七
割

を
占
め
る
ほ
ど
大
き
い
不
安
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
「
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
」
が
半
数
、
第
三

は
「
犯
罪
」
が
三
割
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
三
大

不
安
と
な
っ
て
い
る
。
町
並
み
保
存
地
区
に
つ

い
て
は
「
交
通
事
故
・
渋
滞
」
は
最
も
少
な
く
、

む
し
ろ
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
」
が
突
出
し

て
い
る
。 

「
自
ら
も
取
り
組
み
た
い
」
や
「
協
力
し
た

い
」
と
積
極
的
に
関
わ
り
た
い
住
民
の
取
り
組

み
事
項
で
、
最
も
多
い
項
目
は
「
居
住
環
境
改

善
（
道
路･

公
園
な
ど
）」
、「
観
光
」、「
高
齢
者
」、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」
、「
交
通
安
全
」
が
上

位
５
位
と
な
っ
て
い
る
。（
下
の
グ
ラ
フ
） 

■
自
由
意
見
・
要
望 

こ
こ
に
本
音
が
出
て
く

る
。
自
由
な
意
見
や
要
望
は
約
四
百
五
十
件
が

提
出
さ
れ
、
回
答
者
比
率
は
二
割
弱
で
あ
っ
た
。 

日
常
生
活
の
あ
り
方
と
し
て
交
通
、
環
境
、
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
運
営
が
指
摘
さ
れ
、
、
特
に
「
交

通
」
課
題
が
住
民
の
問
題
意
識
と
し
て
強
く
上

が
っ
て
き
て
い
る
。
観
光
推
進
に
向
け
た
意
見
・

要
望
は
全
体
の
四
分
の
一
で
、
む
し
ろ
観
光
問

題
か
ら
波
及
す
る
生
活
問
題
へ
の
指
摘
が
多
い
。 

 

今
後
の
課
題 

 

次
の
四
つ
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

①
共
通
認
識
と
し
て
の
有
松
地
域
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定 

②
学
区
全
体
を
見
渡
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
地
域
組
織
の
設
立
と
民
主
的
運
営
の
実
施 

③
若
い
人
々
を
含
め
、
当
事
者
意
識
の
高
い
住

民
の
参
加
を
促
進 

④
桶
狭
間
学
区
と
の
連
携
に
よ
る
観
光
資
源
の

充
実
と
生
活
環
境
改
善
に
向
け
た
行
政
連
携 

 

 


